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あ
り
え
な
い 

専
守
防
衛
か
ら
の
政
策
転
換

日
本
の
国
際
協
力
が
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
０
２
２
年
12
月
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
な

ど
「
安
保
３
文
書
」
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
を
保
有
し
、
防
衛
費
を
倍
増

し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
す
る
な
ど
、
憲
法
９
条

の
も
と
専
守
防
衛
を
掲
げ
て
き
た
日
本
で
は
あ

り
え
な
か
っ
た
政
策
転
換
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
日
本
の

対
外
援
助
の
基
本
方
針
を
定
め
た
「
開
発
協
力

大
綱
」（
以
下
「
大
綱
」
）
の
改
定
も
進
行
し
て

い
ま
す
。
中
国
に
対
抗
す
る
安
全
保
障
的
な
色

彩
が
濃
い
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発

援
助
）
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
動
き
で
す
。
日

本
の
援
助
政
策
に
お
い
て
堅
持
さ
れ
て
き
た
平

和
主
義
、
国
際
協
調
主
義
が
、
ま
さ
に
根
本
か

ら
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
進
む
援
助
の 

「
国
益
化
」

22
年
９
月
、
外
務
省
は
「
大
綱
」
の
改
定
を
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◎注1…「NGO・外務省定期協議会開発協力大綱改定 NGO 代表委員の稲場雅紀さんが懇談会の委員に任命された。
NGO・外務省定期協議会の連携推進委員会 NGO 側委員、ODA 政策協議会 NGO 側コーディネーターを母体に稲場
さんを支えるアドバイザリーグループが置かれ、筆者もアドバイザーの一員を務めた

 「自由で開かれた
インド太平洋」のもとで
平和主義、国際協調主義を
捨てるのか

2
0
2
2
年
12
月
、「
安
保
3
文
書
」
が
改
定
さ
れ
た
。「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
保

有
し
、
防
衛
費
を
倍
増
し
て
G
D
P
比
2
％
に
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
専
守
防
衛

の
政
策
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
知
る
べ
き
は
、
こ
の
動
き
に
リ
ン
ク
す

る
よ
う
に
、
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
が
安
全
保
障
や
経
済
振
興
の
外
交
ツ
ー
ル
と

位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
だ
。
加
え
て
、安
保
3
文
書
で
は
、
O
D
A
と
は
別
枠
で
「
軍

事
支
援
」
も
可
能
な
国
際
協
力
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
に
は
歯
止
め
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表
理
事　

今
井 

高
樹



発
表
し
て
有
識
者
懇
談
会
を
設
置
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

か
ら
１
名
が
懇
談
会
の
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
（
注
１
）
。
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
こ
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
委
員
を
通
じ
て
、
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

外
務
省

定
期
協
議
会
の
場
で
、
さ
ら
に
そ
れ
以
外
に
も

意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
、
改
定
に
向
け
た

意
見
や
懸
念
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
懇
談
会
は
わ
ず
か
４
回
、
計
６
時
間

半
だ
け
の
議
論
で
終
了
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
は
細

か
な
点
で
は
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
の
、
主
要

な
点
に
お
い
て
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

12
月
９
日
に
発
表
さ
れ
た
懇
談
会
の
報
告
書

で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
目
的
は
途
上
国
の
貧
困
削
減

や
持
続
的
な
開
発
で
あ
る
と
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
主

張
は
退
け
ら
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
安
全
保
障
や
経
済

振
興
と
い
う
日
本
の
国
益
を
目
的
と
し
た
外
交

の
ツ
ー
ル
（
道
具
）
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
ま
し

た
。
開
発
協
力
を
軍
事
か
ら
切
り
離
す
「
非
軍

事
原
則
」
は
「
堅
持
す
べ
き
」と
さ
れ
ま
し
た
が
、

軍
と
軍
関
係
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
そ
の
意

義
・

役
割
を
評
価
す
る
記
述
が
な
さ
れ
て
今

後
の
拡
大
に
も
道
が
開
か
れ
ま
し
た
（
注
２
）。

分
断
を
招
く
「
自
由
で 

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」 

ビ
ジ
ョ
ン

懇
談
会
の
報
告
書
に
は
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
「
イ
ン

ド
太
平
洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
明
記
さ
れ
、
日
本

の
開
発
協
力
は
そ
の「
実
現
に
寄
与
す
る
べ
き
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
点
に
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
異
議

を
唱
え
ま
し
た
が
、
実
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

開
発
協
力
方
針
の
上
位
に
置
く
こ
と
が
今
回
の

改
定
の
眼
目
だ
っ
た
か
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

16
年
８
月
27
日
、
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

の
演
説
で
安
倍
晋
三
首
相
（
当
時
）
が
「
日
本

は
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ

カ
の
交
わ
り
を
、
力
や
威
圧
と
無
縁
で
、
自
由

と
、
法
の
支
配
、
市
場
経
済
を
重
ん
じ
る
場
と

し
て
育
て
、
豊
か
に
す
る
責
任
を
担
い
ま
す
」

と
提
唱
し
た
と
さ
れ
ま
す
（
注
３
）。
演
説
に

お
い
て
「
力
や
威
圧
」
が
中
国
を
指
し
て
い
る

こ
と
は
疑
い
な
く
、
基
本
的
に
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
「
開
か
れ
た
」
と
い
う
名
称
と
は
裏
腹
に
中

国
へ
の
対
抗
策
あ
る
い
は
封
じ
込
め
策
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

実
際
、
中
国
の
海
洋
進
出
に
対
抗
す
る
よ
う

に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
に
日
本

は
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
巡
視
船
の
供
与
や
自
衛
隊
に

よ
る
能
力
構
築
支
援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
の
国
々
が
作
成
し
て
い
る
「
イ

ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
日

本
と
同
じ
ト
ー
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
19
年
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
導
に
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

合
意
し
た「
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」

は
、「
包
摂
性
」
や
「
競
争
よ
り
も
対
話
の
重

視
」
を
掲
げ
、
中
国
と
も
協
力
で
き
る
枠
組
み
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「安保3文書」閣議決定当日の朝、首相官邸前で行わ
れた抗議集会。今井も発言し、「国際協力」の名目で武
器援助が開始されることの危険性を訴えた
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に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
（
や

日
本
）
が
中
国
を
排
除
し
た
形
で
イ
ン
ド
太
平

洋
戦
略
を
策
定
し
た
こ
と
へ
の
危
機
感
か
ら
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
こ
の
よ
う
な
構
想
を
打
ち
出

し
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
紛
争
地
で
の
活
動
に
お
い
て
、

敵
視
で
は
な
く
対
話
が
重
要
だ
と
身
を
も
っ
て

経
験
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
米
中
双
方
か
ら
影

響
力
の
行
使
を
受
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

は
、
国
ご
と
の
温
度
差
は
あ
る
も
の
の
、
敵
対

で
は
な
く
対
話
、
協
調
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
国
々
に
対
し
て
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
っ
た
支
援
で
自
陣
営
に
取
り
込
も
う
と
す

る
こ
と
は
、
相
手
国
を
困
惑
さ
せ
、
国
際
的
な

緊
張
を
高
め
こ
そ
す
れ
緩
和
す
る
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
後
、「
力
や
威
圧
」
は
中

国
だ
け
で
な
く
ロ
シ
ア
の
行
為
も
指
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
支
持
ま
た
は
中
立
的

な
態
度
を
と
る
国
（
国
連
で
の
ロ
シ
ア
非
難
決

議
に
反
対
票
を
投
じ
た
国
）
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
供
与

を
日
本
政
府
は
問
題
視
し
始
め
て
い
ま
す
（
注

４
）。
排
外
的
な
側
面
を
持
つ
「
イ
ン
ド
太
平

洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
戦
略
的
な
開
発
協
力

と
は
、
自
ら
の
陣
営
に
入
ら
な
い
国
を
支
援
の

対
象
か
ら
外
す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
く
の
で

す
。

植
民
地
型
の
「
回
廊
開
発
」

「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
外
務
省
の

説
明
に
よ
れ
ば
次
の
３
本
の
柱
を
持
っ
て
い
ま

す
（
注
５
）。

（
１
）
法
の
支
配
、
航
行
の
自
由
、
自
由
貿
易

等
の
普
及
・
定
着

（
２
）
経
済
的
繁
栄
の
追
求
（
連
結
性
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
投
資
協
定
を
含
む
経
済
連
携
の

強
化
）

（
３
）
平
和
と
安
定
の
確
保
（
海
上
法
執
行
能

力
の
構
築
、
人
道
支
援
・
災
害
救
援
等
）

こ
の
う
ち
（
１
）
と
（
３
）
は
安
全
保
障
面

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
（
２
）
は
、
安
倍
首
相

演
説
の
「
豊
か
に
す
る
」
と
い
う
言
葉
通
り
、

ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
か
け
て
の
経
済
的
繫

栄
を
通
じ
た
日
本
の
経
済
的
利
得
を
目
的
に
す

る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
あ
る
「
連
結
性
」
と
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
「
物
理
的
連
結
性
」
、

人
材
育
成
な
ど
に
よ
る
「
人
的
連
結
性
」
、
通

関
円
滑
化
な
ど
に
よ
る
「
制
度
的
連
結
性
」
の

強
化
を
指
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
「
物
理
的
連
結
性
」

強
化
の
代
表
例
は
、
各
地
域
の
「
回
廊
開
発
」

で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
を
横
断
す
る
東
西
経
済
回

廊
や
南
部
経
済
回
廊
、
東
ア
フ
リ
カ
の
北
部
回

廊
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
ナ
カ
ラ
回
廊
な
ど
、
資

源
開
発
・
大
規
模
農
業
開
発
と
鉄
道
・
道
路
・

港
湾
開
発
を
組
み
合
わ
せ
、
内
陸
部
の
資
源
を

港
湾
に
輸
送
し
輸
出
す
る
と
い
う「
植
民
地
型
」

と
も
い
え
る
開
発
計
画
で
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ラ
オ
ス
の
前
事
業
地
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー

ト
県
は
、
ま
さ
に
上
記
の
東
西
経
済
回
廊
が

貫
通
す
る
場
所
で
し
た
。
メ
コ
ン
川

に
は
日
本
の
援
助
に
よ
る
橋
が
架
け

ら
れ
、
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
を
経
て
ベ

ト
ナ
ム
に
通
じ
る
道
路
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
周
辺
に
は
製
糖
工
場
な
ど

が
進
出
し
、
村
人
が
利
用
す
る
森
や

農
地
が
徐
々
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ユ
ー

カ
リ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
村
人
の
手
で
地
域
の

資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

法
律
研
修
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
林
づ
く

り
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
の
ナ
カ
ラ
回

廊
開
発
は
、
炭
鉱
開
発
や
大
規
模
農

業
開
発
、
鉄
道
・

港
湾
開
発
を
組
み

合
わ
せ
た
大
型
事
業
で
す
。
現
地
の

農
民
や
日
本
の
市
民
団
体
が
反
対
の

声
を
挙
げ
、
20
年
に
「
終
了
」（
事
実

上
の
中
止
）
し
た
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事

業
も
そ
の
一
部
で
し
た
。
鉄
道
開
発

に
よ
る
住
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は

本
誌
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
ウ
ォ
ッ
チ
」
（
注
６
）
で
も
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
日
本
の
民
間
企
業
（
三
井

物
産
）
が
こ
の
事
業
に
投
資
し
、
日
本
か
ら
巨

額
の
公
的
資
金（
国
際
協
力
銀
行
に
よ
る
融
資
）

も
投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
事
業
が
行
き
詰
っ
て

企
業
は
撤
退
、
公
的
資
金
は
水
泡
に
帰
し
ま
し

た
。
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「
回
廊
開
発
」
の
巨
大
事
業
は
現
地
の
人
々
に

さ
ま
ざ
ま
な
負
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、「
イ

ン
ド
太
平
洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
心
的
な
事
業
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
代
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」 

な
の
か
？

「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
日
本
の
た

め
の
経
済
開
発
と
そ
の
権
益
を
守
る
た
め
の
安

全
保
障
面
（
軍
事
面
）
で
の
影
響
力
行
使
だ
と

考
え
る
と
、
時
代
背
景
も
内
容
も
異
な
る
と
は

い
え
、
第
２
次
大
戦
時
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

を
連
想
し
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
？後

世
に
な
っ
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
内
実

や
結
末
を
知
っ
て
い
る
私
た
ち
が
「
あ
れ
は
愚

か
な
考
え
だ
っ
た
」
と
言
う
の
は
容
易
で
す
。

し
か
し
当
時
の
国
民
は
、
ア
ジ
ア
が
「
共
に
」

「
栄
え
る
」
の
は
良
い
こ
と
だ
、
と
思
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
ま
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」

ビ
ジ
ョ
ン
も
、
私
た
ち
の
多
く
は
な
ん
と
な
く

受
け
流
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

内
実
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
国
と
国
と
の

分
断
、「
開
発
」
の
対
象
と
な
る
地
域
の
人
々

へ
の
影
響
、
未
来
に
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
、
こ

れ
ら
を
い
ま
真
剣
に
考
え
て
行
動
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
、「
い
つ
か
来
た
道
」
を
歩
む
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

武
器
援
助
も
で
き
る 

「
国
際
協
力
」

新
し
い
「
安
保
３
文
書
」
は
、
冒
頭
で
述
べ

た
よ
う
に
日
本
の
防
衛
政
策
を
根
本
か
ら
覆
す

内
容
で
す
。
さ
ら
に
そ
こ
に
は
、
日
本
の
防
衛

力
強
化
に
と
ど
ま
ら
ず
「
同
志
国
の
抑
止
力
の

向
上
等
の
た
め
の
国
際
協
力
」
（
注
７
）
と
い

う
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
開
発
途
上
国
の
経
済
社
会
開

発
等
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
は
別
に
、
同
志

国
の
安
全
保
障
上
の
能
力
・

抑
止
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
同
志
国
に
対
し
て
、
装
備
品
・

物
資
の
提
供
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
を
行
う
、

軍
等
が
裨
益
者
と
な
る
新
た
な
協
力
の
枠
組
み

を
設
け
る
」（
注
８
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

驚
く
べ
き
内
容
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
の

対
外
援
助
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
緩
和
さ

れ
た
と
は
い
え
「
大
綱
」
に
示
さ
れ
た
「
非
軍

事
原
則
」
が
一
定
の
足
か
せ
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
「
Ｏ
Ｄ

Ａ
と
は
別
に
」
援
助
が
行
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
「
大
綱
」
の
原
則
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
他
国
へ
の

武
器
や
軍
事
イ
ン
フ
ラ
の
「
国
際

協
力
」
を
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

「
開
発
協
力
大
綱
」
改
定
は
、
５

月
に
予
定
さ
れ
る
閣
議
決
定
ま
で

に
意
見
交
換
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
時

間
は
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
な
い
重

大
な
岐
路
に
立
つ
中
、
日
本
の
国

際
協
力
の
「
軍
事
化
」
や
「
国
益

の
ツ
ー
ル
化
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
ほ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も

に
声
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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「安保3文書」閣議決定に反対する首相官邸前集会で発言する今井

日本の安全保障政策の大転換となる「安保3文書」が12月に決定された

◎注7…「国家安全保障戦略」（2022年12月16日閣議決定）19ページ
◎注8…「国家安全保障戦略」（2022年12月16日閣議決定）16ページ



Ｙ
Ｖ
Ｏ
と
は

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
私
の
名
前
は
ア

ブ
ド
ゥ
ル
・

ワ
ハ
ー
ブ

で
す
。
Ｙ
Ｖ
Ｏ
の
医
療
・

保
健
部
門
の
事
業
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
医
師

で
も
あ
り
ま
す
。
長
年
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

Ｙ
Ｖ
Ｏ
は
も
と
も
と
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
現
地
事
務
所
で
し
た
が
、
07
年
以
降
、

治
安
が
悪
化
し
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
駐
在
も
出

張
も
難
し
く
な
っ
た
の
を
機
に
現
地
ス
タ
ッ
フ

が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら
独
立
し
、
Ｙ
Ｖ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、

19
年
３
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
登
録
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
な
り
ま
し
た
。

以
後
、組
織
運
営
は
Ｙ
Ｖ
Ｏ
が
行
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結

し
、
地
域
教
育
、
保
健
分
野
、
平
和
構
築
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
財
政
的

困
難
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
支
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。
な
お
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
だ
け
で
は
な

く
、
い
く
つ
か
の
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｖ
Ｏ
と
い
う
団
体
名
は
、「
人
々
の
声
に

な
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
々
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
彼
ら
に
寄
り
添
え
る
の
か
、
い
つ
も
考
え

て
い
ま
す
。
今
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々

の
、
将
来
は
世
界
中
の
人
々
の
声
に
な
れ
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。
人
々
の
声
を
し
っ
か
り
聴

き
、
状
況
を
分
析
し
、
そ
し
て
改
善
す
る
方
法

を
人
々
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

女
子
教
育
が
開
始
で
き
る 

よ
う
に
な
っ
た
の
は

タ
リ
バ
ン
政
権
が
復
活
し
て
、
教
育
分
野
で

は
困
難
な
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
特
に
、
年
齢

の
高
い
女
児
や
成
人
女
性
は
学
校
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
タ
リ
バ
ン
内
で
も
意
見
が
分

か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
女
子
教
育
の
禁
止

な
の
か
、
文
化
的
な
こ
と
や
宗
教
上
の
こ
と
を

解
決
す
る
た
め
の
準
備
段
階
な
の
か
は
不
明
で

す
。Ｙ

Ｖ
Ｏ
で
は
、
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
県
の
教
育
担

当
長
官
と
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。そ

し
て
22
年
10
月
初
頭
、
Ｙ
Ｖ
Ｏ
が
地
域
に

根
付
い
て
教
育
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
、
Ｙ
Ｖ

Ｏ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
化
や
宗
教
の
観
点

か
ら
問
題
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
男
子
の
ク
ラ
ス
、

女
子
の
ク
ラ
ス
の
両
方
を
運
営
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
１
ク
ラ
ス
は
10
歳
以
上
の
生

徒
30
人
で
す
。
女
子
ク
ラ
ス
の
監
督
は
、
Ｙ
Ｖ

Ｏ
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
２
人
で
す
が
、
適
任
者
を

見
つ
け
る
の
は
困
難
な
問
題
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
を 

止
め
て
は
い
け
な
い

し
か
し
、
私
た
ち
は
資
金
難
の
壁
に
ぶ
つ
か

り
ま
し
た
。
21
年
の
政
変
以
来
、
ア
メ
リ
カ
の

経
済
制
裁
で
海
外
か
ら
の
ド
ル
送
金
を
受
け
取

◎ 注 1 … https://www.nic-nagoya.or.jp/japanese/publication/nicnews-backnumber/assets_c/
NIC_J_03-04_2106-2107.pdf 6No.352 2023 冬

［特  集］アフガニスタンの女子教育

タリバン政権下での
女子教育の再開

アフガニスタンでタリバン政権が2021年に復活する
と、初等教育後の女子の中等教育が止まった。だが、同
国ナンガルハル県で活動する現地 NGO「Your Voice 
Organization. 以下、YVO」はタリバン地方当局と粘り
強い話し合いを続け、女子教育の再開に漕ぎつけた。なぜ
それが可能になったのか。アブドゥル・ワハーブYVO副代表
から届いたビデオ・メッセージを紹介したい。

JVC物品支援  および
海外事業支援担当インターン

坂田  佳代子



る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
規
模
を
削
減
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
遂
行
す
る
と
い
う

私
た
ち
の
決
意
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
、
銀
行
以
外
の
民
間
の
業
者

を
通
し
て
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
支
援
が
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
を
決
定
で
き
た
の
で
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に

は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
支
援
金
は
、
事
業

費
、
つ
ま
り
教
師
の
給
与
、
文
房
具
代
や
学
校

の
備
品
代
、
そ
の
運
搬
代
に
使
い
ま
し
た
。
そ

し
て
10
月
10
日
こ
ろ
、
教
室
の
備
品
や
教
材
、

文
房
具
を
教
室
に
運
び
、
同
時
に
教
師
を
選
び
、

５
日
間
、教
え
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、

教
育
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
教
育
を
止
め
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
識
字
率
は

世
界
で
ほ
ぼ
最
下
位
。
特
に
地
方
に
お
け
る
女

性
の
識
字
率
は
非
常
に
低
い
。
で
す
か
ら
、
女

子
教
育
は
大
変
重
要
な
の
で
す
。

日
本
の
支
援
者
の
皆
さ
ま
へ

日
本
の
皆
さ
ま
に
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
Ｙ
Ｖ
Ｏ
が
識
字
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
理
由
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
と
て
も
必

要
度
が
高
い
も
の
だ
か
ら
で

す
。ま

た
、
こ
う
い
っ
た
識
字

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に

女
子
を
教
育
す
る
の
か
と
い

う
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提

言
）
も
重
要
で
す
。
何
年
に

も
わ
た
っ
て
女
子
の
教
育
が

禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
識
字
率
は
ま
す
ま
す
下

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
の
皆
さ
ん
に
は
、
国
際
社
会
の
中
で
こ

の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
一
緒
に
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
も
っ
と
も

小
さ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｙ
Ｖ
Ｏ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
女
子
教
育
開
始
に

向
け
て
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
女
子
教
育
の
今

後
は
不
透
明
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
予
想
が
つ
き

ま
せ
ん
（
22
年
12
月
20
日
、
タ
リ
バ
ン
暫
定
政

権
は
女
子
の
大
学
通
学
を
無
期
限
に
停
止
す
る

と
通
知
を
出
し
ま
し
た
）。
タ
リ
バ
ン
中
央
政

府
と
地
方
の
有
力
者
た
ち
の
女
子
教
育
に
対
す

る
考
え
が
異
な
っ
て
お
り
、
世
界
か
ら
女
子
教

育
再
開
を
求
め
る
声
が
強
い
こ
と
は
タ
リ
バ
ン

政
権
は
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
積
極
的

に
調
整
し
て
再
開
の
道
筋
を
つ
け
る
兆
し
も
見

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、「R

e
m
e
m
b
e
r
 

A
f
g
h
a
n
i
s
t
a
n

（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
忘
れ

な
い
で
）」
と
言
い
続
け
た
い
。
こ
こ
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
の
希
望

に
な
り
た
い
と
、
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

著
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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ソ連軍の侵攻やその後の内戦、タリバン政権による抑圧、
米軍の空爆などで教育システムが破壊された。UNESCO
の推計（注1）によるとアフガニスタンの成人識字率（15
歳以上）は43%とされ、女性の識字率は29 .8%に留まる
（2020年）。

ユニセフ（国連児童基金）は、アフガニスタンの女子生徒
が中等教育から遠ざけられていることで、同国の年間国内
総生産（GDP）の2 .5%（5億米ドル）の損失が生じている
との分析を発表した（22年8月）。
一方、現在約300万人いる女子生徒たちが中等教育を

修了し、労働市場に参加すれば、その生涯でアフガニスタン
経済には少なくとも54億米ドルの貢献ができると試算する
（注2）。

2022年9月から10月にかけて実施した、JVCの活動
地に「学びの力」を届けるためのクラウドファンディングで
は目標額の500万円を上回る寄付が集まり、その一部で
YVOの活動を支援した。詳細は本誌8ページの『［報告］
クラウドファンディング達成』で。

アフガニスタンのタリバン暫定政権のアブドル・バキ・
ハッカーニ高等教育相によると、国際社会から懸念が出て
いる女子教育の制限について「アフガンで教育に反対して
いる人はいない」と述べ、国立大学には女性も通っていると
強調した。
タリバン暫定政権は22年3月に中等学校（日本の中学、

高校に相当）の女子生徒の通学を再開するとしていたが、予
定日当日に急きょ延期が発表された。それについては、資金
不足で女子生徒のための交通手段など「イスラム法に則し
た」学習環境を整備できないことが理由だと主張した（注3）。

アフガニスタンの識字率

女子教育の社会効果

JVCの教育支援クラウドファンディング

タリバン政権はなぜ女子中等教育を
止めているのか

識字教室の男性クラスと女性クラス

◎注2…unicef 「アフガニスタン 女子中等教育の禁止で、アフガン経済に５億米ドルの損失 児童婚や人身売買のリスクも」 
https://www.unicef.or.jp/news/2022/0151.html
◎注3…毎日新聞2022年8月18日



新
し
く
「
学
び
」
を
軸
に
し
た 

コ
ア
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
り

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
多
く
は
「
こ

の
活
動
の
た
め
に
、
資
金
が
こ
れ
だ
け
必
要
で

す
」
と
い
う
形
で
訴
求
し
て
い
き
ま
す
。
し
か

し
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
活
動
全
体
に
役
立
て
る
資

金
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
特
定
の

活
動
に
は
フ
ォ
ー
カ
ス
せ
ず
、
団
体
の
活
動
全

体
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
形
で
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

と
は
い
え
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ア
に

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
設
定
し
て
い
く
の
か

…
今
年
も
非
常
に
悩
み
ま
し
た
。
そ
の
コ
ア

を
、
初
め
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
知
る
方
に
も
分
か
り
や

す
い
形
で
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
地
の
事
業
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
見
直
す
中
で
、
当
初
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
「
教
育
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
思
う
」
と
伝

え
た
と
こ
ろ
、「
教
育
」
と
い
う
言
葉
は
教
え

て
育
む
と
い
う
上
か
ら
目
線
な
意
識
を
感
じ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
再
度
検

討
し
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な

く
共
に
「
学
ぶ
」
と
い
う
意
味
も
込
め
て
、
最

終
的
に
コ
ア
に
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
決
定

し
た
の
が
「
未
来
を
変
え
る
学
び
の
力
」
で
し

た
。Ｊ

Ｖ
Ｃ
は
教
育
専
門
の
団
体
で
は
な
く
、
活

動
の
中
で
「
教
育
」
を
全
面
に
出
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
団
体
創
設
当
初
の
イ

ン
ド
シ
ナ
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
で
の
職
業
訓
練
、

現
在
東
エ
ル
サ
レ
ム
で
実
施
し
て
い
る
女
性
向

け
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
研
修
、
ス
ー
ダ
ン
で
の

子
ど
も
向
け
の
補
習
校
の
運
営
な
ど
、
そ
の
地

に
暮
ら
す
人
た
ち
が
、
自
ら
の
未
来
を
変
え
て

い
く
た
め
に
必
要
な
広
い
意
味
で
の
「
学
び
」

を
届
け
る
活
動
は
続
け
て
き
た
の
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の 

も
う
ひ
と
つ
の
目
標

今
回
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
、私
た
ち
が
目
標
と
し
た
の
は
、

活
動
に
必
要
な
資
金
を
集
め
る
こ
と
に
加
え
、

「
新
た
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
つ
な
が
っ
て
く
だ
さ
る
方

を
増
や
す
」
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
多

く
の
方
の
目
に
触
れ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
多
く
の
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クラウドファンディングに挑戦中、節目の金額に到達したら、
その日の事務所出勤メンバーでお祝いの集合写真を撮影！

［報  告］クラウドファン ディング 達 成

 「学び」の力を
困難に直面する人々に
届けたい

JVCは、「紛争や政情不安…困難に直面する人々に未来を
変える学びの力を届けたい」と銘打ったクラウドファンディ
ングに9月15日から10月31日の1カ月半にわたって挑戦し
た。目標額の500万円を超える寄付が集まったことで、この
場を借りて、今回の挑戦への思いと、苦戦を続けた1カ月半
の道のりを伝えたい。

広報／ファンドレイジング担当

下久禰  愛



方
と
つ
な
が
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な

支
援
者
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
目
指
す
未
来
を
共
に
創
る

仲
間
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
…
。

そ
ん
な
思
い
を
も
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
社

を
窓
口
に
、
目
標
額
５
０
０
万
円
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
… 

と
に
か
く
苦
戦
し
た
前
半

し
か
し
、
そ
ん
な
思
い
と
は
裏
腹
に
、
ご
支

援
の
集
ま
ら
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

１
０
０
０
万
円
超
の
寄
付
を
集
め
た
昨
年

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
比
べ
る
と
、

ペ
ー
ジ
へ
の
訪
問
数
は
昨
年
比
で
じ
つ
に
３
分

の
１
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
発
信

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
弱
い
の
か
、
発
信
回
数
が
少
な

い
の
か
…
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
出
し
方
を
変
え
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
含
め
て
頻
回
に
情
報
発
信

に
努
め
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
状
況
は
改
善
し

ま
せ
ん
。

「
こ
の
ま
ま
目
標
額
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、
予

定
の
活
動
が
で
き
な
く
な
る
…
」

運
営
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
も
徐
々
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る 

支
援
へ
の
期
待
を
感
じ
た
後
半

「
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
」
と
思
い
、
多
く
の

支
援
者
の
皆
さ
ま
に
、
応
援
を
お
願
い
す
る

メ
ー
ル
を
い
っ
せ
い
に
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
潮
目
が
変
わ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
が
ペ
ー
ジ
を
訪
問
し
、
「
現

地
の
方
々
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
人
び
と
の
力

を
引
き
出
す
こ
と
を
大
切
に
す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
さ
ん

の
活
動
は
本
当
に
素
敵
で
、
過
去
か
ら
脈
々
と

引
き
継
が
れ
た
英
知
に
、
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
、
現
地
の
方
々
の
思
い
が
積
み
重
な
っ
て
、

未
来
に
つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
ね
」「
今

自
分
は
ロ
シ
ア
─
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
下
の
最
中

で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
に
は
他
に
も
関

心
と
支
援
が
必
要
な
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
応
援
し
て
い
ま
す
」
な
ど
温
か
い

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
ご
支
援
を
寄
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
終
了

ま
で
残
り
２
日
と
な
る
10
月
29
日
10
時
過
ぎ

に
、
よ
う
や
く
５
０
０
万
円
の
目
標
を
達
成
で

き
た
の
で
し
た
。

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
サ
イ
ト
上
で
、
３
６
３

名
の
方
か
ら
５
１
８
万
１
０
０
０
円
の
ご
寄
付

を
、
同
時
に
募
っ
て
い
た
郵
便
振
替
を
通
じ
て
、

１
６
５
名
の
方
か
ら
１
５
６
万
３
８
０
０
円
の

ご
寄
付
を
託
し
て
い
た
だ
き
、
合
計
で
５
２
８

名
の
方
か
ら
６
７
４
万
４
８
０
０
円
の
ご
寄
付

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
達
成
！
多
く
の
方
に 

支
え
て
頂
い
た
感
謝
を
胸
に

ま
さ
に
苦
戦
…
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の

今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

そ
し
て
、
当
初
目
指
し
て
い
た
、
新
た
な
支

援
者
と
な
る
方
々
と
つ
な
が
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

こ
こ
か
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
お
預

か
り
し
た
資
金
を
、
き
ち
ん
と
現
地
に
還
元
で

き
る
活
動
に
活
用
す
る
こ
と
。
今
回
つ
な
が
っ

た
新
た
な
支
援
者
の
皆
さ
ま
も
含
め
、
よ
り
よ

い
関
係
性
を
作
っ
て
い
く
こ
と
。

補
助
金
／
助
成
金
頼
り
に
な
ら
な
い
強
い
組

織
と
な
る
に
は
、
多
く
の
方
と
新
た
に
つ
な
が

る
可
能
性
の
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
非
常
に
魅
力
的
な
社
会
ツ
ー
ル
で
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
支
援
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
お
知
り
合
い
に
広
め
て
い
た

だ
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
応
援
下
さ
っ
た
皆

さ
ま
、
多
く
の
方
の
お
力
に
支
え
ら
れ
て
達
成

で
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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「学びの力」のテーマに合わ
せ、世界各地での学びの活
動の写真をイメージに使い
ページを作成した
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Ｊ
Ｖ
Ｃ
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
縮
小

他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
様
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
今
、
三
重
苦

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
日
本
社
会
の
内
向
き
指
向
に
よ
る
国
際
協
力

へ
の
関
心
の
低
下

②
国
際
協
力
の
あ
り
方
の
多
様
化
や
情
報
過
多

の
中
で
の
存
在
の
埋
没

③
人
材
の
流
動
化
・
不
足
に
よ
る
機
動
力
の
低

下
と
組
織
基
盤
の
弱
体
化

一
言
で
い
え
ば
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
取
り
巻
く
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
収
支
も
赤
字
傾
向
が
続
き
、
関
係
者

が
あ
が
き
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、
光
明
を
見

出
せ
な
い
の
が
実
情
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う

か
？「

第
二
の
設
立
」
に 

向
け
て
の
提
言

そ
れ
に
は
部
分
的
改
善
で
は
な
く
、
存
在
意

義
＝
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
直
す
変
革
・

改
革
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
第

二
の
設
立
」「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」

と
言
う
べ
き
覚
悟
で
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
経
験
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ブ
ラ

ン
ド
と
い
う
組
織
の
財
産
を
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
で
可
能
だ
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
─
─
。

■
国
際
協
力
分
野
を
コ
ア
な
柱
に
し
つ
つ
、
国

内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
第
２
、
第
３
の
柱

と
し
て
据
え
る
こ
と
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
海
外
で
経
験
し
考
え
た
こ
と
は
「
血

の
通
っ
た
」
問
題
意
識
で
す
。
そ
れ
を
日
本
社

会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
か
ら
こ
そ
説
得
力

も
あ
り
ま
す
。
安
全
保
障
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
日

本
の
食
品
等
々
、
そ
う
い
っ
た
問
題
に
関
心
を

も
つ
人
は
多
く
、
国
際
協
力
の
分
野
と
は
親
和

性
も
あ
り
ま
す
。
第
九
回
沖
縄
平
和
賞（
注
１
）

受
賞
で
関
係
が
で
き
た
沖
縄
を
は
じ
め
、
本
社

会
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
躍
の
「
場
」
は
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
名
称
変
更
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
海
外
で

は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
語
が
「
無
償
の

短
期
奉
仕
活
動
」
と
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
他

団
体
で
も
、
名
称
や
ロ
ゴ
変
更
を
通
し
て
組
織

が
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
を
再
確
認
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

理
事
会
の
役
割

ボ
ー
ル
を
操
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
全
体
の
動
き

は
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
理
事
会
の
役
目
で

す
。
変
革
・

改
革
に
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ

る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
主
体
的
な
参
加
と
オ
ー

プ
ン
な
議
論
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
件
は
理
事
会
が
議
論
を
リ
ー

ド
す
べ
き
で
す
。
「
上
か
ら
の
改
革
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
理
事
は
「
役
割
」
に
過

ぎ
ず
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
間
に
上
下
関
係
は
な
い

は
ず
で
す
。
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
専
門

性
を
活
か
し
各
理
事
、
顧
問
、
専
門
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
か
、
理
事
会
自
体

の
デ
ザ
イ
ン
再
構
築
の
必
要
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
の

あ
り
方
を
問
う
「
理
性
の
声
」
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
忖
度
せ
ず
、
ま
っ
と
う
な
こ
と
を
言

い
、
実
現
可
能
な
選
択
肢
や
対
案
を
示
し
、
行

動
に
移
す
。
そ
こ
に
は
必
ず
新
た
な
仲
間
や
支

持
者
が
現
れ
る
は
ず
で
す
。

理
事
に
就
任
し
た
２
０
１
６
年
の
総
会
で
、

私
は
田
中
正
造
の
言
葉
を
引
い
て
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

「
真
の
文
明
は
山
を
荒
ら
さ
ず
、
川
を
荒
ら
さ

ず
、
村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺
さ
ざ
る
べ
し
」

足
尾
鉱
毒
事
件
で
民
衆
と
闘
い
続
け
た
正
造

の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
現
代
社
会
の
課
題

に
向
き
合
う
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
姿
に
重
な
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
共
感
し
仲
間
に
な
っ
て
く
れ
る
人
は
多

い
は
ず
で
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
今
後
も
、
持
ち
前
の
ト
ラ
イ
ア
ル

ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
精
神
を
発
揮
す
べ
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
議
論
し
て
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◎注1…沖縄平和賞　沖縄と地理的・歴史的に関わりの深い
アジア太平洋地域の平和の構築・維持に貢献した個人または団体を顕彰する賞

２
０
２
２
年
９
月
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
副
代
表
に
清
水
研
が
就
任
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
就
任
の
挨
拶
を
載
せ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
今
後
も
組
織
と
し
て
活
動
を
続
け
る
た
め
の
考
察
を
紹
介
す
る
。

そ
れ
は
、
部
分
的
な
改
革
で
は
な
く
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
直
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
拡
大
す
る
改
革
案
で
あ
る
。

﹇
報
告
﹈
Ｊ
Ｖ
Ｃ
「
第
二
の
設
立
」
を
目
指
す
に
は

Ｊ
Ｖ
Ｃ
副
代
表　

清
水 

研

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拡
大
を

目
指
す
変
革
・
改
革
を



気
づ
け
ば
国
立
市
で

定
食
屋
さ
ん

店
主
の
た
む
ら
ひ
み
こ
さ
ん
は
、
国
立

の
一
つ
隣
町
で
あ
る
立
川
で
産
ま
れ
育
っ

た
地
元
人
。
民
俗
学
や
文
化
人
類
学
に
造

詣
の
深
い
ご
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
国
立
駅
南
口
の
喫
茶
店
「
邪
宗

門
」で
梨
の
タ
ル
ト
を
食
べ
、時
に
ネ
パ
ー

ル
を
訪
れ
る
な
ど
し
て
き
た
と
い
う
。

人
生
と
い
う
の
は
、
思
わ
ぬ
こ
と
で
そ

の
向
き
を
決
め
る
こ
と
が
あ
る
。
学
生
時

代
を
過
ご
し
た
島
根
の
と
あ
る
小
料
理
屋

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
手
作
り
料
理
の
店
を
持
ち
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
2
0
1
1
年
、

い
ま
の
場
所
に
〝
定
食
屋
〟
を
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
店
独
自
の
隠
し

味
で
あ
る
塩し
お
こ
う
じ糀に

関
心
を
持
っ
た
の
も
こ

の
頃
と
い
う
。

さ
ぞ
や
思
い
入
れ
が
あ
ろ
う
と
店
名
の

由
来
を
聞
く
と
、「
な
ん
と
な
く
、
ふ
と
。

歩
い
て
い
て
突
然
思
い
つ
い
た
」
と
、
こ

ち
ら
が
拍
子
抜
け
す
る
よ
う
な
お
返
事
。

〝
枕
〟
の
「
ほ
っ
こ
り
ご
は
ん
」
も
「
美

容
師
の
友
だ
ち
が
、
何
か
頭
に
つ
い
て
た

方
が
い
い
」
と
、
つ
け
て
く
れ
た
と
か
。

親
子
2
代
で
応
援
団

J
V
C
の
支
援
に
関
し
て
は
、
お
父

上
が
J
V
C
の
国
際
協
力
カ
レ
ン
ダ
ー

を
長
く
ご
購
入
さ
れ
て
い
た
り
、
お
母
上

が
寄
付
を
し
て
い
た
の
を
引
き
継
が
れ
た

と
の
こ
と
。
い
つ
か
ら
か
は
覚
え
て
い
な

い
。ご

自
身
も
マ
ン
ス
リ
ー
支
援
を
続
け
、

お
店
で
カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
を
始
め
た
の
は

数
年
前
の
こ
と
と
い
う
。
し
か
も
売
り
上

げ
は
全
額
J
V
C
に
払
い
込
み
、
サ
ン

プ
ル
と
し
て
お
送
り
し
た
分
も
値
引
き
し

て
販
売
し
、
こ
れ
も
寄
付
と
し
て
ご
入
金

い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
変
ら
ず
に

お
話
を
伺
い
に
行
く
た
め
事
前
に
お
電

話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
の
テ
キ
パ
キ

と
し
た
ご
対
応
か
ら
も
、
さ
ぞ
や
筋
金

入
り
の
国
際
協
力
観
の
持
ち
主
、
最
近
の

J
V
C
は
・
・
！
と
、
厳
し
い
ア
ド

バ
イ
ス
の
一
つ
も
伺
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
と
、
や
や
構
え
て
夕
方
の
開
店
時
間
に

伺
っ
た
の
だ
が
、何
も
か
も
が
自
然
体
で
、

力
の
こ
も
っ
た
と
こ
ろ
が
一
切
な
い
。

そ
れ
で
も
調
理
の
手
を
動
か
し
な
が
ら

ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
語
ら
れ
る
お
話
し
に

は
、
飾
ら
ぬ
力
強
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
曰
く
、「
私
た
ち
の
暮
ら

す
世
界
の
闇
は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
自
分

に
何
か
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
世
界
と
の
つ
な
が
り
を

ま
っ
た
く
持
た
な
い
よ
り
、
何
か
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
思
う
」。「
毎
月
の
わ
ず
か

な
寄
付
が
、
ず
っ
と
先
に
平
和
な
世
界
に

つ
な
が
っ
た
ら
い
い
。
そ
う
信
じ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
」。「
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
変
わ
ら
ず
に
続
け
た
い
。

変
わ
ら
ず
に
あ
る
の
も
い
い
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」。

ニ
ッ
ト
帽
と
マ
ス
ク
の
間
か
ら
こ
ぼ
れ

る
笑
顔
と
、
さ
さ
み
フ
ラ
イ
定
食
の
美
味

し
さ
が
心
に
沁
み
た
。

国
立
周
辺
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
、
ま
た

は
こ
の
辺
り
を
通
り
か
か
っ
た
方
は
、
駅

か
ら
も
近
い
の
で
、
是
非
一
度
ほ
っ
こ
り

し
た
美
味
し
い
ご
は
ん
と
少
し
の
お
酒
、

た
む
ら
さ
ん
の
話
を
聞
き
に
立
ち
寄
っ
て

み
て
下
さ
い
。
お
薦
め
し
ま
す
。

◎注1…ほっこりごはん・ひよこ豆 公式ブログ http://hiyokomame.sblo.jp/ 12No.352 2023 冬

2011年4月、国立駅北口に開店。自家製の塩
しおこうじ

糀
を使い、美味しさと地場野菜にこだわった定食屋さ
ん。店の一角で毎年年末にJVCのカレンダーやポ
ストカードを販売して国際協力を続けている。

ほっこりごはん・ひよこ豆

インスタグラム
hiyokomame_
kunitachi

公式ブログ
（注1）

お店までの道順　国立駅北口を出たらJRガード沿いに立川方面
（西）に向かって徒歩4〜5分の右手。カエルの看板が目印。

営業時間　12：00〜15：00／18：00 〜20：30（ラストオーダー）

定休日　月・火・日（夜）　　電話番号　070-6459-4195
住所　東京都国立市北1-12-2  松澤ビル1階

東京都国立市

当店自慢の“塩こうじ豆富バーグ定
食”。塩糀漬けのお豆富を使ったふん
わり柔らかバーグ。自家製糀酢醤油タ
レでお召し上がりください

店内には怪異小説や民俗学関連書、絵本など店主の琴線に
触れた本などが並ぶほか、JVCのカレンダー販売コーナー
もある。探検あれ！

毎月のわずかな支援が、
ずっと先に平和な世界に
つながったらいい・・。

JVCは、たくさんの個人・団体・企業の皆さまに支えられて
活動を続けています。
そんな皆さまのことも、私たちからストーリーも交えてご紹介
したい！ という思いからできたコーナー。その第2弾は、親
子2代にわたって支えて下さっている国立市のたむらさんと、
そのお店のお話。（広報担当：木村） 



2021年4月に出産し、もうすぐ
2歳になろうとするひとり息子がい
ます（JVCは保育園入園を待って
2022年4月に復職）。
  初めての子育てでしみじみと思っ
たことはこんなに赤ちゃんというの
は何もできないところから始まるん
だ、ということでした。自分の子ど
もの頃の記憶は4～5歳からで0歳
の記憶はないので、座れない、寝返
りも打てない、固形物は食べられな
い、話せない、ただひたすら寝っ転
がるだけ・・こんなにできないとこ
ろから何年も時間をかけて人は育っ

ていくんだ、と当たり前のことなの
かもしれませんが、自分が直接世話
をする側になって新鮮な驚きがあり
ました。（そして大変な労力をかけ
て育ててくれたんだなぁと親に改め
て感謝・・。）
  2022年も体感としてあっという
間に終わり、毎日が新しい日、なん
て名言もわかっていながら実感が薄
れているなか、毎日たくさんのこと
を吸収して初めての体験がいっぱい
の息子をみていると、今の世界のあ
り方や毎日のできごとに対して、私
もまっさらな目で感じて、見直して

いこう、という気持ちにさせてくれ
ます。
もろもろのタスクに追われて慌た

だしい原稿執筆中の年の瀬ですが、
2023年はもう少し１日１日をしっ
かり意識していきたい、と思います。

月、水、金曜日の夕方になると、
都市部各地で道端に椅子と机を出
して座っている人たちを見かけま
す。彼らは宝くじの売り子で、誰か
が買ってくれるのを待っているので
す。ラオスには公営の宝くじがあ
り、数千万円にもなる賞金が出るこ
ともあります。買うには、売り子に
3桁なり5桁なりの好きな数字と桁
ごとにいくら賭けるかを伝えます。
そして数字やその他情報が印字され
た紙をもらい、夜8時半にインター
ネットなどで当選番号を確認し、当
たっていたら公営くじ売り場や銀行
で換金できます。

数字を選ぶときに
大切なのが動物です。
様々な動物に数字が
紐づけられていて、
例えばゾウなら13、
53、93らしいです。売り子は動物
と数字の表を持っていて、それを見
て好きな動物やゆかりのある動物に
絡む数字を買う人が多いです。珍し
い動物を見かけたというと、「宝く
じを買え」と言われることもありま
す。他にも曜日や続柄など、様々な
ものに数字が紐づけられているよう
です。古くからの伝統なのか、近年
つくられたものなのか、何人かに聞

いてみましたがよくわかりません。
比較的娯楽の少ないラオスで、宝

くじが庶民の楽しみになっているの
もうなずけます。ただし当選して得
たお金がもとでトラブルになり、む
しろ不幸になったという話もよく聞
きます。どこでもいつの世でも、欲
をかかずにほどほどで満足するのが
よさそうです。

子育てから考えること
広報グループ  仁茂田 芳江

ラオス事務所現地代表  山室 良平

イラスト　かじの倫子

ラオスの宝くじ
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動物と数字の表とくじを発券する機器



南アフリカ

パレスチナ

国内活動

コリア

ラオス

スーダン・
南スーダン

コリア
絵画交流「南北コリアと日本のともだち展」／

「東アジア大学生ピースフォーラム」

●「南北コリアと日本のともだち展ぷ
らす」：ピョンヤン、ソウルをはじめ
各地から近況を知らせる楽しい絵「わ
たしのニュース」が届き、11月1日
～ 12月10日で169点を展示したオ
ンライン絵画展を開催しました。特設
ページの訪問者数は1,000名を超え、
閲覧回数も約2,500回となりました。
また、会期中の11月26日には、対面
イベント「ともだち展の日」を開催。
約60名が来場しました。
ギャラリートークでは、ともだち展

の呼びかけ人でもある海老名香葉子さ
んをゲストにお招きし、ご自身の戦争
体験をお話いただきました。海老名さ

んは、事前にオンライン展示の作品を
ご覧くださり、“もっともっと広げて
世界中の人が交流し合って平和が続き
ますように祈っております”と話を締
めくくり、最後には“がんばりましょ
う！”とエールもいただきました。
その後の「ともだち展のつどい」で

は、ともだち展の仲間でもある在日コ
リアン、とりわけ朝鮮学校の生徒たち
へのヘイトクライムが悪化している現
状を取り上げ、日本社会の課題と向き
合い、私たちは何ができるかを考えま
した。
●「東アジア大学生ピースフォーラム」：
10月1～ 2日で広島フィールドワー

クを実施、7名の学生が参加しました。
平和記念資料館や広島城跡地、平和公
園周辺を巡ったほか、在韓被爆者問題
や朝鮮人被爆者問題についてお話を伺
い、韓国朝鮮人被爆者問題の背景や実
態、そして「ヒロシマ」の意味を考え
ました。
また、前述の「ともだち展のつどい」

企画を本フォーラムの学生が担いまし
た。（宮西）

●女性の生計向上とエンパワメント事業（東エルサレム）：
女性向けの職業技術訓練（菓子・パン作り、メーキャップ、
ネイル、グラフィックデザイン）は、11月末までに延べ44
回開催し、348名が参加。また、マーケティングなどビジネ
ス関連の研修は延べ12回で184名の女性が参加しました。
9月および11月にはスタディツアーを行い、延べ109人が
参加。他地域の女性起業家の話を聞いて、勇気づけられた女
性も多かったようです。
●子どもの栄養失調予防と改善支援（ガザ）：11月末までに
881名の子どもたちが健診を受け、そのうち112名が専門
機関へ紹介されました。母親が自分たちで情報交換できる場
をつくるため、通常の活動と並行して母親サポートグループ
形成の準備を進めています。子どもの健康や栄養などを学ぶ
ことに熱心で、他の人たちにも得た知識を伝えてアドバイス
している、そんなお母さんたちを今後もサポートしていきた
いと思います。（木村（万）、大澤）

●開発協力大綱：ODAの基本方針を示した「開発協力大綱」
の改定が外務省によって進められています。9月に設置され
た有識者懇談会には1名のNGO委員が入り、NGO側でこ
の委員をサポートするアドバイザリーグループに今井が参
加。しかし懇談会では主要な論点でNGOの意見は反映され
ず、12月9日に報告書が発表されました。
報告書では、日本の安全保障や経済振興など国益実現の

「ツール」としてODAが位置づけられました。軍事利用を防
ぐ「非軍事原則」も実質的な緩和が見込まれます。今後「大綱」
の議論は意見交換会やパブリックコメントに移りますが、引
き続きNGOの意見を反映させる取り組みを続けます。
●NGO非戦ネット：12月に閣議決定された「安保3文書」
は、日本の平和主義を根本から覆すものです。JVCをはじ
めとするNGOの呼びかけで、イラク戦争や安保法制の際に
NGOの声を結集した「NGO非戦ネット」の会合が3年ぶ
りに行われ、取り組みを再開することになりました。 （今井）

パ レ ス チ ナ
東エルサレムの女性と
ガザの子どもたちへの支援

調査研究・政策提言
外務省・JICAとの
政策協議／各種提言
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小中学生のイベントでは、20名を超える子どもたちが来場。
人気投票をしたり、作者へのメッセージを書いていました

有識者懇談会報告書の発表当日、NGO
は記者会見を開き、意見を表明した。「非
軍事原則」を中心に発言する今井

ジェリコへのスタディツアーでハーブ
ビジネスを立ち上げた起業家女性の
話を聞く

9月後半 ～ 12月前半



親がいない、または厳しい家庭環境におかれている子ども
（OVC）が通う「ムぺゴ子どもセンター」と、協働事業を行っ
ています。このセンターは貧困州とされるリンポポ州の農村
部（1村）にあり、村の住民でもあるケアボランティア8名が
運営。約160名のOVCが通っています。
9月には、「生き方」トレーニングを行いました。40人の
親や後見人が参加し、子どもの世話の仕方や、子どもが困難
な問題を抱えているときのサポートの方法を学びました。
10月には、年少（7歳から11歳）の子どもがこのセンター
に継続して通うための実践的なプログラムを、ケアラー（直
接子どもに接しているボランティア）に対して行いました。
11月には、昼食用のトウモロコシなど夏作物の栽培準備
を行いました。ついで子ども菜園で、子どもと一緒に野菜の
収穫をしました。最後に62人が参加してスカウトプログラ
ムを行い、子どもたちは困難なことから立ち直ること、主体
的に動くこと、互いに助け合うことについて学びました。

（坂田）

●カレンダー：最後の発行となる、2023年のカレンダー。
12月現在、惜しむ声をたくさんいただきながらも販売継続
中です。最終的な販売数については、次号でお知らせします。
●ファンドレイジング：物品支援では11月までに1,070万
円が集まっています。目標額3,100万に対し少し伸び悩ん
でおり、引き続きご協力くださる方を募っております。1月
にはパルシステム東京さんの物品支援封筒配布キャンペーン
が行われる予定です。
9月に開始したクラウドファンディングは無事に終了（特
集記事参照）。目標金額を950万円に設定した冬募金を、12
月上旬に開始しました。12月20日以降は、古書などを集め
るキャンペーンも進んでいます。皆さま、いつもご協力を本
当にありがとうございます！
●広報：12月上旬にウェブサイトのリニューアルが完了し
ました。スマートフォンで見る人が半分を占める現在、携帯
やタブレットでも見やすい画面となっています。今後も旧
ウェブサイトの情報移設や修正を重ねますので、お気づきの
点があればぜひスタッフまでお知らせください。（並木）

南アフリカ 国 内 活 動
子どもケアセンターの
運営支援

日本国内での
活動資金調達／
事務局運営など

活動村3村で、法律知識や資源の利用状況などについて聞
き取りを行い、村人とともに村の基礎情報および直面してい
る開発問題についての情報を収集し、冊子や資料としてまと
める作業を進めました。村人とまとめた資料をもとに、修正
点の確認や規則についての意見交換などを含んだ話し合いを
重ね、3村で地域の共有資源を持続的に管理、利用するため
の仕組みを導入することについて合意を得ました。2村で魚
保護地区とコミュニティー林導入に向けて、規則の策定、候
補地の区域測位などの作業を進めました。
また、共有資源に対する住民の法的権利を周知するための
2023年版法律カレンダーについて、現地スタッフが研修、
会議に定期的に参加し、協同でカレンダーを作成している他
のNGOや関係行政機関とともに内容を策定しました。カレ
ンダー発表会議に現地スタッフと山室が参加し、近く実施す
る法律研修で活用される見通しとなりました。

（後藤）

今年6月から開始した不就学の子どもたちに対しての補習
校支援は、10月に修了試験を実施し、約230人が朝からの
正規校に編入することができました。修了式では子どもだ
けでなく、保護者や地域の住民が喜びの表情を見せました。
11月には東京から岩田・後藤が事業評価のために首都ハル
ツームおよびカドグリを訪問し、JVCが建設した小学校、幼
稚園、井戸などのインフラ設備を見学し、補習校および職業
訓練に参加した若者、住民そして関係機関と面会し、インタ
ビューを実施しました。振り返りを行いつつ、今後の事業形
成に役立てていきます。さらに、長らく交渉を続けてきた国
際連合児童基金（UNICEF）と補習校支援の契約を10月に
締結。集落や教育省などの関係機関と調整し、事業を開始し
ました。今まで補習校を実施していない避難民が多く住む
集落も新たに対象地となっており、研修を受けた教員やソー
シャルワーカーが中心となって、450名以上の生徒が日々授
業を受けています。

（後藤）

ラ オ ス スーダン・南スーダン
住民主体の共有資源の
管理と利用の支援

紛争による被災民の支援
（スーダン南コルドファン州
カドグリ郡）
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新しいウェブサイト。半数が初訪問者
であることを意識し、団体の性格が伝
わるようデザインしました

ケアーボランティアが年少者プログ
ラムを子どもたちに説明しています

活動村での基礎情報収集の様子
教育省職員と打合せを実施するJVC
職員(一番左：後藤、中央：岩田))



岐
路
に
立
つ
日
本
の
「
顔
」、

開
発
協
力
大
綱
の
改
訂

開
発
協
力
大
綱
の
改
定
に
つ
い
て
議
論
す
る

有
識
者
会
議
が
4
回
の
会
合
を
終
え
、
先
日
そ
の

報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
。
今
後
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
外
務
省
が
草
案
を
作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、
新
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
。

J
V
C
を
含
め
一
部
の
N
G
O
を
別
に
す
れ
ば
、

こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
と
ん
ど
の
市
民
は
関

与
し
て
い
な
し
、
関
心
が
高
い
と
も
言
え
な
い
。

し
か
し
、
本
号
の
冒
頭
で
今
井
代
表
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
改
定
の
目
的
が
、
日
本
の
国
益
を
前

提
と
し
た
経
済
協
力
と
安
全
保
障
協
力
を
組
み
合

わ
せ
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
外
交
力
強
化
に
あ
る
な

ら
ば
、
日
本
と
い
う
「
船
」
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る

私
た
ち
の
誰
も
が
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
外
交
の
あ

り
方
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ

る
。O

D
A
予
算
の
増
額
に
や
っ
き
に
な
っ
て
い

る
外
務
省
や
J
I
C
A
は
、い
つ
も
ア
ニ
メ
や
芸

能
人
を
使
っ
て
O
D
A
を
喧
伝
す
る
く
せ
に
、今

回
ば
か
り
は
静
か
に
水
面
下
で
も
の
ご
と
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
に
呼
応

す
る
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
も
静
か
で
、
こ
れ
で
は
よ

ほ
ど
奇
特
な
人
で
も
な
い
限
り
、
O
D
A
が
「
大

変
な
場
所
」
に
連
れ
て
行
か
れ
る
「
岐
路
」
に
立

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

う
。改

定
の
危
う
さ
の
詳
細
は
冒
頭
の
記
事
に
譲

る
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
少
し
観
点
を
変
え
て

O
D
A
や
開
発
と
い
う
「
文
化
」
の
あ
り
様
に
触

れ
て
み
た
い
。
外
務
省
や
有
識
者
懇
談
会
が
言
う

よ
う
に
、O
D
A
が
国
内
外
に
示
す
日
本
の「
顔
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
顔
」
を
形
作
る
の
が
大

綱
と
い
う
政
策
文
書
で
あ
り
、
そ
の
実
践
で
あ
る

か
ら
だ
。

経
済
成
長
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
、

取
り
残
さ
れ
る
日
本
の
O
D
A

で
は
、
日
本
の
O
D
A
は
一
体
ど
ん
な
「
顔
」

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

筆
者
は
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
、
O
D
A
の
根
底
に
あ
る
開
発
に
対
す

る
考
え
方
、別
の
言
い
方
を
す
れ
ば「
開
発
言
説
」

と
い
う
も
の
を
問
う
て
き
た
。
と
り
わ
け
日
本
の

場
合
、
か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長
の
亡
霊
に
取
り

憑
か
れ
た
か
の
よ
う
に
「
開
発
と
は
経
済
成
長
で

あ
る
」と
い
う
言
説
を
自
ら
の
桎
梏
と
し
て
き
た
。

「
開
発
」と「
経
済
成
長
」は
不
可
分
一
体
で
あ
り
、

そ
れ
を
国
と
し
て
開
発
途
上
国
と
言
わ
れ
る
国
々

で
進
め
る
こ
と
で
協
力
す
る
の
が
O
D
A
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

大
綱
改
定
の
際
に
必
ず
言
わ
れ
る
「
国
際
情

勢
の
変
化
」
と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
日
本
が

O
D
A
や
「
開
発
」
の
意
味
を
変
え
ず
に
一
貫
し

て
経
済
成
長
を
求
め
て
来
た
と
い
う
事
実
は
、
深

刻
化
す
る
気
候
変
動
の
中
で
成
長
と
経
済
の
引
き

離
し
（
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）
や
脱
炭
素
社
会
へ
の

大
胆
な
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
国
際
社
会
の
議
論

か
ら
大
き
く
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。議

論
す
べ
き
は
未
来
世
代
や

地
球
に
と
っ
て
望
ま
し
い
方
向
性

今
回
の
大
綱
改
定
の
趣
旨
は
、
こ
の
資
本
主
義

に
よ
る
経
済
成
長
社
会
を
守
る
た
め
に
、
安
全
保

障
協
力
と
積
極
的
に
連
携
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
の
O
D
A
の
独
自
性

は
、
こ
の
経
済
成
長
言
説
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
改
定
の
度
に
弱
め
て
き
た
「
非
軍
事
」
や

人
権
重
視
の
原
則
に
あ
っ
た
。
今
回
の
改
定
で
、

実
際
の
新
し
い
大
綱
が
ど
の
よ
う
な
文
言
で
表

現
さ
れ
る
の
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
が
、
日
本
政

府
の
狙
い
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
自
国
の
経

済
成
長
を
基
軸
と
し
な
が
ら
そ
の
時
々
の
政
治

や
経
済
、
安
全
保
障
の
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に

O
D
A
資
金
を
使
い
分
け
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
こ
と
。「
原
則
」を
弱
め
て
、使
い
勝
手
を
良
く

す
る
こ
と
で
、
曖
昧
な
部
分
や
グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
を

広
げ
、
政
府
の
自
由
裁
量
の
幅
を
拡
げ
る
こ
と
に

あ
る
。

し
か
し
、
経
済
成
長
と
い
う
「
亡
霊
」
を
い
つ

ま
で
も
追
い
続
け
、
そ
れ
を
安
全
保
障
協
力
と
い

う
「
力
」
の
外
交
で
守
り
続
け
る
先
に
、
果
た
し

て
私
た
ち
は
ど
ん
な
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
新
大
綱
で
新
た
な
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
打
ち
出
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
格
差
や
環
境
破

壊
を
も
た
ら
し
た
経
済
成
長
の
「
亡
霊
」
と
正
面

か
ら
対
峙
し
て
、
未
来
世
代
の
人
々
や
地
球
に

と
っ
て
望
ま
し
い
「
グ
ロ
ー
バ
ル
協
力
」
の
あ
り

方
を
真
剣
に
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

O
D
A
で
「
脱
成
長
」
社
会
を
実
現
す
る
の
は
理

想
的
す
ぎ
る
儚
い
夢
で
は
な
い
。「
質
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
」
や
「
持
続
可
能
な
成
長
」
と
い
う
言
葉

遊
び
を
止
め
、
経
済
成
長
と
い
う
「
亡
霊
」
を
潔

く
追
い
払
い
、
新
た
な
「
開
発
」
の
文
化
を
つ
く

る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

第33回
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Ｏ
Ｄ
Ａ
の「
亡
霊
」の
行
方

「
開
発
と
は
経
済
成
長
で
あ
る
」と
い
う
言
説
を
自
ら
の
桎
梏
と
し
て
き
た
日
本
の
O
D
A
。

改
定
の
進
む
開
発
協
力
大
綱
で
は
、「
非
軍
事
」や
人
権
重
視
の
原
則
の
形
骸
化
が

さ
ら
に
進
み
、
経
済
協
力
と
安
全
保
障
協
力
を
通
し
た
日
本
の
国
益
追
及
の
度
が

一層
増
し
て
い
る
。
地
球
環
境
や
人
間
の
安
全
保
障
へ
の

取
り
組
み
と
い
っ
た
世
界
的
な
潮
流
か
ら
乖
離
し
て
、

私
た
ち
の
国
は
い
ま
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

開
発
を「
文
化
」の
あ
り
様
と
い
う
面
か
ら
問
う
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
政
策
提
言
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
橋 

清
貴



30年以上という長い時間の中で、累計50万部を超える
人気で支えられていた、「JVC国際協力カレンダー」。2023
年の分で制作・販売が終了となることが決まり、最後のカレ
ンダー販売の記念行事として、10月に東京でトークイベン
トが開催されました。
登壇者は、昨年から2年連続でカレンダーに写真を提供し
てくださった三井昌志さん。2018年には「日経ナショナル
ジオグラフィック写真賞」でグランプリを獲得。第一線で活
躍を続けられている写真家です。アジアの辺境をバイクで
旅しながら、「笑顔」と「働く人」をテーマに撮影を行うとい
う三井さんのスタイルから生み出される作品は、たくさんの
人の心を捉えてきました。
東京の会場からオンラインによる同時中継も行われた
トークイベント。当日は制作・販売が最後となるJVC国際
協力カレンダーに心を寄せてくださった方々、そして三井さ
んのお話を聞きに来られた方々が次々と集まり、会場はとて
も楽しげな雰囲気になっていきました。
イベントの初め、まずはご挨拶。JVCスタッフ含め、写真
家三井さんと対面とオンラインで「どんなお話が聞けるのだ
ろう」と、皆さんワクワクしている様子でした。トークでは、
三井さんが撮影したカレンダー写真のエピソードや裏話な
どについて伺うことができました。
例えば、カレンダーの11月を飾るインドでチャイを淹れ
ている男性の写真。ダンディな風貌に、優しく明るい笑顔が
映える素敵な作品です。三井さん曰く、「チャイを淹れてい
るだけで絵になるような男たち」がインドにはたくさんいる
とのこと。彼らのような人たちを、三井さんは「渋イケメン」
と呼び、インドで出会った渋イケメンたちの写真をたくさん

紹介してくれました。
たしかにチャイを淹れているだけなのに、やたらとかっ
こよく絵になるインドの男たち。しかし、現地で三井さん
がカメラを向けると、口々に「俺なんか撮って何がいいん
だ？」と言われるそうです。そこで三井さんは、“Because 
you’re beautiful. ― あなたが美しいからだよ”、と答え
るそうですが、それでも首をかしげられてしまうとのこと。
日々仕事をする中で見えてくる、意識せず、飾らないような
カッコよさが、彼らにはあるのだと感じました。
他にも、カレンダー２月のインドの尼僧院で学ぶ少女たち
の笑顔や、４月を飾る写真でビルマ／ミャンマーの子どもが
つけている「タナカ」と呼ばれるお化粧のこと、８月の東ティ
モールで出会ったお金や時間にとらわれない生き方など、た
くさんの撮影エピソードを聞くことができました。
そして、トークイベントの終盤には、三井さんとJVCの
今井代表理事が写真も交えながらクロストークを行いまし
た。「笑顔」や「働く人」をテーマに撮影を続け、世界に写真
を届けている三井さんと、国際協力NGOとして「問題」に
目を向け、声を挙げてきたJVC。お互いが行ってきたこと
や、JVCが力をお借りした国際協力カレンダーについて話
し合いました。
イベントの最後には、JVCが実施していたクラウドファ
ンディングがまさにその時に目標額を達成し、三井さん、参
加者の方々、JVCスタッフ全員で記念写真を１枚。あたた
かく、忘れられないイベントになりました。
振り返ればこれは、世界でいまを生きる人びとの豊かで美
しい笑顔を、私たちも笑顔になって楽しめる。そんな素敵な
日々を送れるカレンダーなのだと、改めて思いました。

10/4（火） 東京・外務省前
これって「国際協力」ですか？ 日本政府は
実施中の対ミャンマーODAを止めて！
外務省に、人道支援以外の実施中のODAをすべて停
止することを強く要請しました。

10/8（土） オンライン開催
中東×国際協力の「素顔」に迫る！
ぶっちゃけ対談＠オンライン
「Piece of Syria」代表・中野貴行さんと並木が対談。

10/17（月） 東京・衆議院議員会館＆オンライン開催
開発協力大綱の改定を考える院内集会＆外
務省との会合──ODAが紛争助長、環境
破壊、人権侵害に使われないために
ODAのあり方について考える院内集会および外務省
との意見交換を行う会合をで今井代表が登壇しました。

10/19（水） オンライン開催  
アフガニスタン／イエメンの現場の声から
考える、紛争の影響を受ける国々の教育状
況と必要とされる支援
両国の教育面での課題について伝えました。

10/20（木） オンライン開催
月刊JVC ＃12 未来を変える学びの力
～紛争が続くスーダン、イエメンの現場から
南スーダンをライブで結び、人びとに学びを届ける意
味と、現地で起きた変化を伝えました。

10/29（土） 東京＆オンライン開催
国際協力カレンダーでつながる笑顔
写真家・三井昌志トークイベント
撮影エピソードなどを三井さんにお話いただきました。

11/1（火）～12/10（土） 東京・アーツ千代田3331
南北コリアと日本のどもだち展ぷらす・２０２２
日本と朝鮮半島の子どもたちが、互いに絵でメッセー
ジを送り続けています。11/26には海老名香葉子さ
んをお迎えしてのギャラリートークも行いました。

11/24（木） オンライン開催
月刊JVC ＃13 激動の30年を生きる
～たたかう女性たちのパレスチナ　
女性たちがどのような立場におかれ、どのような役割
を果たしてきたのかなどを交えてお伝えしました。

12/3（土）　オンライン開催
JVCオンライン連続セミナー　＃４　学校
に行けないのはどうして？　スーダンの現場
から考える子どもたちのリアル
子どもたちの直面する課題について共に学びました。
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10月 ～12月

いべんと・ピックアップ！

10/29(土) 三井昌志さんトークイベント
──国際協力カレンダーでつながる笑顔

JVC広報インターン　竹林 完太

その他の主なイベント

収益は活動の支援につながる「JVC国際協力カレンダー」

収益は活動への支援につながる
「JVC国際協力カレンダー」



『
わ
た
し
の
ペ
ン
は
鳥
の
翼
』

〝
小
さ
い
こ
と
〞
は

〝
宝
物
〞
で
す
！

マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
＆
プ
ロ
ボ
ノ

久
永 

寛
人

物
品
支
援・広
報
イ
ン
タ
ー
ン  

堀
谷 

加
佳
留

ア
フ
ガ
ン
ス
タ
ン
の
女
性
作
家
た
ち
著 

／

古
屋
美
登
理
訳 

／ 

小
学
館

２
０
２
２
年
10
月  

２
１
０
０
円（
税
抜
）

は
じ
め
ま
し
て
。
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
、
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り

ま
す
久
永
寛
人
で
す
。

私
は
イ
ノ
ビ
オ
ッ
ト
と
い
う
会
社
で
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
格
差
を
な
く
す
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
を

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
、

J
V
C
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
企
画
も
し

て
い
ま
す
。

学
生
の
頃
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
大
学
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

国
際
協
力
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
教
育
格
差
に
驚
き
、
一
方
で
、
そ
の

時
に
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

帰
国
後
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
が
、
J
V
C
を

知
る
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ノ
ビ

オ
ッ
ト
に
参
加
し
て
2
年
が
経
っ
た
と
き
、

「
国
際
協
力
に
関
わ
り
た
い
！
」
と
い
う
思

い
が
再
燃
し
、
J
V
C
の
説
明
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
何
か
で
き
る
こ
と
な

い
？
」と
自
信
な
さ
げ
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

弊
社
が
運
営
す
る
「
子
ど
も
の
み
ら
い
を
切

り
ひ
ら
く
メ
デ
ィ
ア 

み
ら
い
い
」
で
パ
レ

ス
チ
ナ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
と
J
V
C
と

の
距
離
が
近
く
な
れ
ば
、
サ
ポ
ー
タ
ー
も
う

れ
し
い
か
も
！ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
運
営

す
る
の
ど
う
？
」な
ど
の
提
案
を
す
る
な
ど
、

プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
活
動
し
て
感
じ
る
の

は
、
J
V
C
ス
タ
ッ
フ
の
方
は
辛
い
時
も
、

前
を
向
き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
！ 

時
折
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
、「
微
力
で

す
が
」と
前
置
き
し
た
お
声
が
あ
り
ま
す
が
、

J
V
C
は
支
援
の
期
間
や
大
き
さ
に
関
係

な
く
、
い
つ
も
、
皆
さ
ん
の
力
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
私
の
関
り
も
「
何
か
で
き
る
こ

と
な
い
？
」
と
い
う
自
信
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

は
山
ほ
ど
あ
る
と
思
い
ま
す
！

〝
小
さ
い
〞
と
思
う
こ
と
は
、
J
V
C
に

と
っ
て
は
、〝
宝
物
〞
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
始
ま
り
、
J
V
C
と
の
距
離
が
近
く
な

り
ま
す
の
で
、
何
か
で
き
な
い
？ 

そ
れ
い

い
ね
！ 

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
る
と
、励
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
1
人
で
も
多
く
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

ス
カ
ー
フ
着
用
強
制
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
女

性
を
巡
る
人
権
問
題
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

私
が
翻
訳
な
ど
で
そ
の
文
化
に
接
す
る
機

会
の
多
い
ト
ル
コ
は
、
政
教
分
離
を
掲
げ
て

い
る
「
開
か
れ
た
」
文
化
圏
と
も
い
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
家
庭
内
暴
力
、
一
部
に
残

る
名
誉
殺
人
、処
女
検
査
、児
童
労
働
と
い
っ

た
問
題
が
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
そ
の
ト
ル
コ
出
身
の
「
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
」
作
家
で
あ
る
エ
リ
フ
・
シ
ャ
フ
ァ

ク
氏
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
ま
し
た
。
今
年
２
月

に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
た
同
名
の
短
編
集

の
邦
訳
で
、
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性

作
家
１８
人
が
書
い
た
２３
篇
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
（
作
品
が
集
め
ら
れ
た
の
は
２
０
１
９

〜
２１
年
）。

タ
リ
バ
ン
の
脅
威
や
、
い
ま
に
残
る
家
父

長
制
に
基
づ
く
差
別
に
翻
弄
さ
れ
る
女
性
た

ち
の
物
語
で
す
。
中
に
は
身
の
危
険
を
案
じ

国
外
に
逃
れ
た
作
家
た
ち
も
多
い
と
い
っ
た

情
報
か
ら
は
、
国
際
政
治
ニ
ュ
ー
ス
と
地
続

き
の
ス
ケ
ー
ル
感
で
展
開
す
る
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
物
語
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど

が
テ
レ
ビ
局
や
役
所
と
い
っ
た
職
場
、
高
校

の
登
下
校
風
景
、
結
婚
式
場
の
様
子
な
ど
、

そ
の
大
半
は
、
私
た
ち
日
本
の
日
常
と
何
ら

変
る
こ
と
の
な
い
世
界
を
背
景
に
描
か
れ
る

も
の
で
す
。

そ
れ
故
に
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
突
如
、

爆
弾
テ
ロ
に
見
舞
わ
れ
て
家
族
や
親
し
い
人

を
失
っ
た
り
、
理
不
尽
な
理
由
で
将
来
の
希

望
や
生
計
の
手
段
を
断
た
れ
た
り
、
苛
烈
な

暴
力
・
女
性
蔑
視
に
晒
さ
れ
て
し
ま
う
人
々

が
い
る
こ
と
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会
の

問
題
の
根
深
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
ま

た
そ
の
原
因
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
や
教

え
、
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
政
治
だ
け
に
帰
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
解

決
は
容
易
で
な
い
現
実
に
、心
が
痛
み
ま
す
。

そ
の
苦
境
の
中
で
も
勇
敢
に
立
ち
回
り
、

抑
圧
的
な
周
囲
へ
の
反
抗
や
自
立
の
態
度
で

自
ら
の
将
来
を
築
こ
う
と
す
る
著
者
た
ち

は
、
ま
さ
に
「
翼
を
も
っ
た
」
存
在
だ
と
い

え
ま
す
。
作
家
た
ち
の
表
現
が
イ
ギ
リ
ス
の

出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
介
し
て
海
を
渡
っ
て

形
と
な
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
、
そ
の
戦

い
に
外
か
ら
で
も
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
書
の

よ
う
な「
当
事
者
」
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、

彼
ら
／
彼
女
た
ち
が
望
む
公
正
で
平
等
な
社

会
を
つ
く
る
支
援
を
す
る
こ
と
が
。
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横山 和夫 会員・支援者担当 （11月30日付で定年退職、
 12月より嘱託契約にて勤務）

退　職

無指定 12 ,656 ,827
ラオス 164 ,274
南アフリカ 100 ,000
スーダン／南スーダン 299 ,507
パレスチナ 1 ,425 ,844
コリア 37 ,500
みどり一本募金 104 ,446
東京管理 18 ,000
調査研究・政策提言 22 ,500
広報 7 ,500
アフガニスタン支援 131 ,000

募金集計
募金にご協力ありがとうございます。
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

編 集 後 記
難民は日本にもいる。だが、多くの外国人が難民申請してもほぼ
不許可となり、母国送還を拒否すれば入管施設に家族と引き離さ
れ収容されている。知人の日本人妻の夫（アフリカ出身）は収容
が２年を超えると、入管の「母国に戻り１年待てば配偶者ビザが
出る」との言葉を信じ帰国。だが３年待ってもビザは出ない。
男性の怒りは入管、そして一時帰国を勧めた妻にも向けられ離縁
に。皮肉にもそのタイミングでビザが出た。悲しむべし。人をだ
ます国家機関…。（樫）

副代表理事交代のお知らせ

指 定 先 期 間 9 〜 1 1 月

◎本表に「季節の募金（夏 /冬 /春）」も含みます。◎9月15日～10月31
日の間実施したクラウドファンディング(CF)については、今回は郵便振替へ
のご入金分だけを含み、READY FORへの分は次号で12月分の募金として
計上されます。なお、CFの詳細については本号8,9ページをご覧ください。

人 事

清水 研  プロフィール
セキュリティコンサルタント：途上国の社会情
勢分析、セキュリティ調査、施設防御オペレー
ションを行う。他に、環境社会学、プロジェク
ト・マネジメントが専門領域。
一般社団法人森のきょうしつが運営する森のよ
うちえん「ののはな」園長。

本誌11ページに関連記事あり

合 　 計 14 , 9 6 7 , 3 9 8 円

余った年賀状、 書き損じた年賀状がありましたら、 ぜひ
JVCにお送りください！ ハガキを郵便局で切手に換え、
活動にかかる通信費をおさえたり、切手を換金することで
JVCの活動に役立ちます。

トップページ一番下にある「会報誌」からどうぞ。バックナンバー
もぜひご覧ください！
なお、ウェブサイト上での公開は、毎号の発刊と同時に行ってお
ります。現在、紙の冊子をお受け取りの方で、今後は冊子の郵
送をご辞退される方は、本誌の裏表紙右下にあるメールアドレ
スか電話でその旨をお知らせください。宜しくお願い致します。

9月27日付で、副代表理事が清水俊弘から清水研に交代いた
しました。 

〒110-8605 東京都台東区上野
 5-22-1 東鈴ビル4F

日本国際ボランティアセンター JVC
物品支援係 宛

送り先

◎郵送でも宅急便でも結構です。送料はご負担ください。 ◎値段変更
前の古ハガキや往復ハガキも受付けていますが、未使用に限ります。 
◎切手を貼って送るタイプの私製ハガキは対象外です。
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年賀状、お年玉の抽選が
はずれても、捨てないでください！

本誌T&Eの記事を、ウェブサイト上
でもお読みいただけます！

https://www.ngo-jvc.net/



◎発行  ＝  日本国際ボランティアセンター（JVC）  〒110-8605 東京都台東区上野5-22-1 東鈴ビル4Ｆ  TEL 03-3834-2388  FAX 03-3835-0519

◎発行人  ＝  今井高樹　　◎編集人  ＝  今井高樹　　◎編集スタッフ  ＝  樫田秀樹・木村  茂・並木麻衣
◎デザイン  ＝  渡部  健　  ◎印刷  ＝  株式会社ベスト・プリンティング
本誌の記事・写真などの無断転載・複写を禁じます。

日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n t e e r  

Center）は、1980年2月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力
団体です。JVCの活動目的は、国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に
困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると
同時に、地球環境を守る新しい生き方と人間関係をつくり出そうということ
にあります。そのため私たちは、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続し
てきました。J VCはボランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任
ある行動をとる」という意味で団体名として使っています。

NGOJVC @ngo_jvc @ngo_jvc

J V C では 会 員を募 集して います。

合計  716名 （正会員：409名   賛助会員：307名）

一般会員： 10,000円　  学生会員： 5,000円　  団体会員： 30,000円
（それぞれに正会員と賛助会員があります。）

会員は総会に出席し、J V Cの方針などを決定するほか、情報・資料の
入手、各種の活動・報告会・学習会などへ参加することができます。
会員の方にはこの会報誌を年3回と、年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや会員の方の住所変更などは、会員担当の横山まで。

yokoyama@ngo-jvc.netメールアドレス

年会費

会員数（1月1日現在） 

https://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .netウェブサイト メールアドレス

特定非営利活動法人

2 0 2 3 年 1月 2 0 日 発 行（ 通 巻 3 5 2 号・年 3 回 発 行 ）

T r i a l & E r r o r   トライア ル・アンド・エラー  （ 試 行 錯 誤 ）

本・CD/DVD・ゲーム
ご不要になった 

などをご寄付ください！

〒110-8605 東京都台東区上野5-22-1 東鈴ビル4F 物品支援係

JVC  キモチと。

928,621円！

×

2023年3月31日までキャンペーン実施中

未投函の
官製ハガキ
書き損じもOK

未使用あるいは
使用済みの
切手


